
現
代
は
図
書
館
に
か
ぎ
ら
ず
書
店
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
本

や
情
報
が
入
手
で
き
る
時
代
に
あ
り
ま
す
。

図
書
館
も
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
と
い
っ

た
総
花
的
な
品
ぞ
ろ
え
で
、
蔵
書
を
そ
ろ

え
て
も
、
利
用
者
自
身
が
必
要
な
本
や
情

報
に
た
ど
り
つ
く
に
は
時
間
や
手
間
が
か

か
り
ま
す
よ
ね
。

必
要
と
す
る
情
報
が
い
つ
で
も
す
ぐ
手

に
入
り
、
暮
ら
し
や
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
ど
ん
な
人
が
本
棚
の
前
に

立
つ
の
か
を
想
像
し
な
が
ら
、
1
冊
1
冊

の
本
を
司
書
が
大
切
に
選
ん
で
配
架
し
た

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
図
書
館
も

求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

札
幌
市
図
書
・
情
報
館
で
は
、
司
書
に

配
架
や
本
棚
を
作
っ
て
も
ら
う
に
あ
た
り
、

「
人
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
本
棚
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
よ
う

に
ざ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

問合せ先　 いきいき 文化スポーツグループ　☎ 52-1111（内線331）
▲ホームページ

他市の事例から考える
高浜市の図書館のカタチ第5回 

◆図書館での催しに関しては17ページに記載がある「図書館情報」や図書館
公式ホームページ・フェイスブック・ツイッターを確認してください。

◆今後も図書館の取り組みなどについては『広報たかはま』でお知らせします。
　 ▲フェイスブック ▲ツイッター

選
書
は「
選
択
と
集
中
」

司
書
の
チ
カ
ラ
で
本
を
届
け
る

今
後
の
図
書
館
の
カ
タ
チ
は
？

▲札幌市図書・情報館の
　本棚のようす

「
人
前
で
話
す
準
備
」
「
上
司
の
苦
悩
」

と
い
っ
た
よ
り
具
体
的
な
テ
ー
マ
で
本
棚

づ
く
り
を
行
い
、
利
用
者
へ
の
本
の
届
け

方
・
見
せ
方
の
工
夫
を
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
蔵
書
４
万
冊

で
あ
っ
て
も
年
間
100
万
人
の
利
用
が
あ
り
、

選
択
と
集
中
と
い
っ
た
運
営
で
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

全
国
の
図
書
館
の
流
れ
と
し
て
、
今
後

は
建
物
や
設
備
、
蔵
書
の
数
で
人
を
引
き

付
け
る
こ
と
や
、
単
一
機
能
で
本
を
借
り

る
だ
け
の
場
所
と
い
う
〝
図
書
の
館
（
や

か
た
）
〞
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

図
書
館
を
何
か
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
情

報
を
得
に
行
く
、
行
け
ば
ア
イ
デ
ア
や
欲

し
い
回
答
が
得
ら
れ
る
場
、
ま
た
本
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
と
広
が
っ
て
い
く

「
人
と
情
報
」
「
人
と
人
」
を
つ
な
ぐ
複

合
的
な
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
』
の
よ
う

な
場
と
と
ら
え
、
今
後
の
カ
タ
チ
を
検
討

し
て
い
く
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

札幌市図書・情報館 　平成30年に『はたらくをらくにする。』をコンセプトに札幌市民交流プラザ内に課
題解決型図書館としてオープン。常に最新情報の提供を目指し、蔵書の貸出機能を
廃止し、働く世代をメインターゲットとし、テーマを絞って資料・情報提供を展開して
いる。
　「おしごとから、わたくしごとまで」仕事や暮らしのヒントが見つけられるように
「Work（仕事に役立つ）」「Life（暮らしを助ける）」「Art（芸術に触れる）」の3分野に特
化し、小説や児童書コーナーの設置は行っていない。
年間約100万人の利用がある。

　高浜市において、これからの時代にふさわしい「図書館のあ
り方」（役割・必要な機能）について、『これからの図書館のカタ
チ・チカラ』と題して、『広報たかはま』などをとおして市民の皆
さんとともに考えていきます。
　市では2月に総務省の「地域情報化アドバイザー派遣制度」
を活用して、全国の図書館事情に詳しい淺野隆夫さん（※１）か
らリモート支援にて、これからの図書館のカタチについてのア
イデアやヒントをいただきました。
　今号ではその支援内容の一部を紹介しながら、高浜市の今
後の図書館のカタチを考えます。

（※１）
総務省の
地域情報化アドバイザー
淺野 隆夫さん
札幌市中央図書館
利用サービス課長

経歴
平成23年に図書館へ異動。
図書館システムの全面リニュ
ーアルと同時に「札幌市電子図
書館」の立ち上げを経て、札幌
市図書・情報館のコンセプトづ
くりに着手し、開館と同時に館
長に着任した。
平成28年に司書資格を取得。
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